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論 文 内 容 の 要 旨

種々のマウス移植癌について, 腫療増殖抑制効果と, 腫癖への P32turnover rate および腰痛内での P32

の活性分布の変動との関係に及ぼす 2 , 3 の制癌剤の影響を A utoradiogram により検索した｡ さらに担

癌マウスに低体温を施行し, 低体温時および低体温解除後に授与された P32 の腫蕩組織への tum over,

特に D N A への転入について検索した｡

1) M itom ycin C 投与は, 腫揚発育抑制 と A utoradiogram の黒化度減少との間に, ほぼ平行関係が認

められたが, thio-T E P A では腫癌の発育を抑制しても, 黒化度の減少は認められなかった｡ このよう

にアルキル化剤では腫湯の発育は抑制されるにもかかわらず, 燐代謝は低下しないといわれているが,

アルキル化剤の一つである E ndoxan は N F 肉腫において黒化度を著明に減少した｡

2) 200C 前後の低体温時, 腫痴組織においてほP32turnover rate は著明に低下し, D N A への転入がわ

ずかに認められるだけであったが, 肝組織では陸揚組織ほど, 黒化度の減少は認められなかった｡ また

320C 前後の light hypotherm ia では, 腫揚組織における黒化度はほとんど低下していなかった｡

3) N F 肉腫を移植したマウスに 20oC 前後 6 時間の低体温を行ない, 正常体温に復温 した後に P32のと

り込みの変動を検索したところ, P32の D N A への転入は復温後 2 時間目より4 時間目で対照以上に強

くなった｡

一般に制癌剤は個々の腫癌細胞についていえば, 細胞の分裂周期のうち, ある段階に特に鋭敏に作用

するといわれているので, この鋭敏な時期を選んで薬剤の投与を行なえば治療効果を増強することが可

能と思われる｡ 一方 in vitro で腫癌細胞の培養温度を変化させることにより, 大部分の細胞の分裂を同

期させ得るという事実が判明している｡ 上記の本実験成績をみても, in vivo で, 担癌動物を一定の低

温条件のもとにおいた後, 正常体温にもどすと, その後ある時期に P32の腫蕩組織特にその周辺部にお

ける腫癌組織の D N A への転入が克進していることが認められた｡ そこで担癌動物に一定の低体温法

を施行して後復温し, 制癌剤の投与を腫癌細胞の最も敏感な時期をね らって重点的に行なうという新し

- 356 -



い投与方法を試み, 次のごとき結果を得た｡

4) N F 肉腫を移植したマウスに 6 時間の低体温を行ない, 正常体温に復温した後, 2 時間目より1 時間

ごと E ndoxan 3 回投与を行なったものは, 低体温を行なわれずに薬剤の投与を行なった対照群に比べ

て腫癌発育抑制効果がまさっていた｡

5) 低体温 6 時間のみでは, 腫癌の発育はほとんど抑制されなかった｡ また低体温施行中に E ndoxan 投

与を行なった場合も制癌剤の効果は増強されなかった｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

N F 肉腫を移植したマウスを 20oC 前後の低体温にしておいて この腫痴組織による P 32 のとりこみを

A utoradiogram でしらべてみると著明に低下している｡ ところが この動物を低体温から正常体温にもど

すと, それにつづくある期間の間腫癌組織における P 32 の D N A 転入が著しく完進する｡

すなわちこの時期に細胞分裂の一種の同期化 (Synchronization) が行なわれていると思われる｡ それ

でこの時期をねらって制癌剤を重点的に与えるという新しい方法を思いつきこれを実験的に検討したとこ

ら, 確かにこの方法の有効なことを知った｡

このように本研究は学術的に有益であり, 医学博士の学位論文 として価値あるものと認定する｡
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